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恥 Iで得られる変化 P-P'とⅠで得られる変化P-P〝が両立する(i.e.p '- p〝)ようなS
と〟の相互作用が存在する｡
ところで,Wignerによれば,Ⅰで記述される観測過程に加法的な保存量が存在する場合に
は,保存量と可換でない物理量の測定に対してⅡは成立しない｡また,物理量が連続スペクト
ルを持っ場合には, Ⅰが成立しない｡従って,これらの場合を含む測定の一般論では,反復測
定可能性の要請とは独立に測定過程及び測定される系の状態の変化を扱う必要がある｡観測の
理論のこの様な方向を考える上で指摘しておくべきことは,測定による状態の変化が測定され
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